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重要伝統的建造物群保存地区の選定について

１ 国の文化審議会（会長 宮田 亮平）は、平成２４年１０月１９日（金）に、

「金沢市寺町台伝統的建造物群保存地区」（金沢市野町、弥生、寺町）を

重要伝統的建造物群保存地区に選定するよう、文部科学大臣に答申した。

２ 今回の答申どおり選定されれば、県内における重要伝統的建造物群保存地区は８地区

となる。（京都府を上回り、全国最多）

（参考）

・今回、国の文化審議会で答申した重要伝統的建造物群保存地区は４地区となっている。

・本県の伝統的建造物群保存地区が重要伝統的建造物群保存地区に選定されるのは、

昨年の「金沢市卯辰山麓伝統的建造物群保存地区」、「加賀市加賀東 谷伝統的建造
う たつさんろく か が ひがしたに

物群保存地区」（平成２３年１１月２９日選定）及び本年の「白山市白峰伝統的建造

物群保存地区」（平成２４年７月９日選定）に続き、２年連続となる。



金沢市寺町台伝統的建造物群保存地区について

１ 名 称 金沢市寺町台伝統的建造物群保存地区

２ 所 在 地 金沢市野町１丁目、野町３丁目、弥生１丁目、寺町３丁目、

寺町４丁目及び寺町５丁目の一部

３ 面 積 約２２．０ヘクタール

４ 選定基準 伝統的建造物群及び地割がよく旧態を保持しているもの

（重要伝統的建造物群保存地区選定基準（二））

５ 種 別 寺町

６ 特 徴 金沢市は石川県中部に位置し、市街地は小立野台の丘陵先
こ だ つ の だい

端に築かれた金沢城を中心に広がる。金沢市は、現在の城の

位置に一向宗の金沢御堂が築かれたことを起源とし、前田利
み ど う

家の入城後、慶長期に城下町の骨格が定められたが、寛永期

の大火を契機に再編された。

城下町の建設に伴い、城下の寺院の結集が進められ、卯辰
う たつ

山麓、小立野台、寺町台の三つの寺町が形成された。このう
さんろく

ち寺町台は最大の寺院数を数えた。

寺町台は金沢城の南西、犀川を越えた高台に位置する。寺

町台には、前田家墓所のある野田山にむかって直線的に東に

延びる旧野田道と、犀川大橋から旧野田道と交差し、南に延
の だ みち

びる旧鶴来道が通る。寺町台は、この旧野田道、旧鶴来道の
つ る ぎ みち

二本の街路を軸として、それぞれの道沿いに寺院が集積する

とともに、旧鶴来道沿いには寺社門前地に町家が連なる。こ

れらの地割は１７世紀後半ごろには形成された。

保存地区には、５２寺院が立地し、近世末からの地割をよ

く残し、寺院周辺の町家とともにまとまりある町並みを形成

している。

旧野田道沿いの旧野田寺町は、直線上に寺院の土塀が道沿

いに連なり、寺町として特徴的な景観を形成する。一方、旧

鶴来道沿いの旧泉寺町は、寺社門前地に形成された町家が通

りに面して連なる。このように、二つの異なる景観からなる

ことが地区の特徴となっている。寺院境内に残る本堂は、切

妻造平入、又は妻入が多く、江戸時代のものが密度高く残る。

寺社門前地の町家の主屋は、真壁造、切妻造平入、桟瓦葺、

二階建が基本で、平屋建もある。

金沢市寺町台伝統的建造物群保存地区は、近世に形成され

た寺町の地割がよく旧態を保持している。旧野田道、旧鶴来

道という二本の街路に沿って寺院が集積し、寺町としての特

徴を示すとともに、旧鶴来道沿いには、寺社門前地に形成さ

れた町家が連なり、寺町台一帯に形成された歴史的風致を今

日に良く伝え、我が国にとって価値が高い。



    旧野田道沿いに寺院が並ぶ。          六斗の広見（旧鶴来道） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

金沢市寺町台伝統的建造物群保存地区の範囲 

旧鶴来道 

旧野田道 
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